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　2022年第４回定例県議会では、開会日に議員

提出議案として提案された「北朝鮮によるミサイ

ルの発射に抗議する決議」の採択が行われまし

た。北朝鮮は、今年になってミサイルの発射を繰

り返しています。特に10月４日に発射した弾道

ミサイルは、日本の上空を通過し、太平洋上に落

下しており、日本国民に恐怖を感じさせるものと

もなりました。北朝鮮の一連の行動が、日米韓の

共同訓練などに刺激されてのものと考えれば、日

本が東アジアの一員として取るべき対応について

議論を深めなければならないと感じます。

　与党は自衛力の強化を主張し、ＧＤＰ（国民総

生産）比１％の予算枠を２％まで拡大すると言っ

ています。具体的には「敵基地攻撃能力（反撃能

力）」の装備について、臨時国会閉会後に閣議決

定しており、専守防衛の理念から大きく外れてい

くことが危惧されます。

無意味な武力競争
　日本の防衛議論になると「敵から攻撃された時

にどうするのか」と、多くの方が問いかけてきま

す。しかし攻撃された時、どの様な反撃の手段を

持とうとも、尊い命が失われるのです。一人でも

失われる命があるとすれば、攻撃されない努力に

徹するべきではないでしょうか。どんなに高度な

武力を備えても、相手国は常に日本の武力を上回

ろうとします。単に武力の拡大競争が激しくなる

だけです。

　そして相手の行動に過敏になり、誤って戦争に

突入する危険性も高まってしまいます。

日本国憲法の重さを考えよう
　日本国憲法の前文には、「日本国民は、恒久の

平和を念願し、(中略）平和を愛する諸国民の公

正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持

しようと決意した」と記述されています。日本国

憲法を創った先輩方は、沖縄戦を経て、本土空襲

を経験し、更に広島・長崎と原爆の投下を目の当

たりにし、戦争をしてはならないと心から感じ取

り、憲法改定議論を重ね、平和憲法の重みを共有

してきたのだと思います。

　戦後77年が経過し、終戦直後に生まれた方も喜

寿を超える時代です。社会の中核を担う多くの人

が戦争を知らない世代となりました。安全保障環

境が変化したと語る政治家の言葉。それは戦争体

験が遠くなり、平和を紡ぐ思いにこそ変化が現れ

たのかもしれません。今こそ、周囲に合わせるの

ではなく、真に大切な思いを頑なに護るべきでは

ないでしょうか。選ぶのは私たち国民です。政治

家や権力者が勝手に決めるものではありません。

私たちが、日本国憲法の重みを改めて感じ取り、

進むべき道を考え、選ばなければなりません。

　日本国憲法には、私たちの権利を守るために、

権力者の義務が綴られています。その憲法を背景

に、私たちの暮らしに関わる法律が定められ地方

自治体の営みとして、私たちの暮らしが護られて

いるのです。日本国憲法が、暮らしを支える基盤

であることを念頭に置きながら、改憲議論の適否

を見極めていかねばなりません。これからも様々

な情報を提供させて頂きながら、皆さんと一緒に

憲法の在り方について考えて参ります。

心豊かな暮らしは平和から

▲戦艦から発射されるミサイル
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財政再建団体化の回避
広瀬県知事が就任したのは、2003年４月。知

事は、就任後すぐに太平洋新国土軸豊予海峡ルー

トの凍結を打ち出しました。また財政の現状分析

をする中で大分県財政が非常に厳しく、財政再建

団体に陥る可能性があることを指摘し、行財政に

ついてゼロベースからの見直しを行うこととしま

した。約１年を掛けて「歳出の削減」、「行政組

織の統廃合・合理化」、「大規模施設の整理」、

「県税収入の改善」を柱とする『大分県行財政改

革プラン』を2004年３月に公表し、具体的に実

践してきたのです。

　中でも平松知事の時に短期間で整備した大規模

施設、①県立総合文化センター（オアシス21）、

②別府コンベンションセンター（ビーコンプラ

ザ）、③大分農業文化公園、④大分香りの森博物

館、⑤マリンカルチャーセンター、⑥大分スポー

ツ公園総合競技場（ビッグアイ）等の運営に関し

て管理委託や廃止などを進め、その他の青少年教

育施設や体育施設、社会福祉施設などについても

見直されてきました。

　税収についても、広瀬知事自身が大分県議会に

提案した産業廃棄物税（法定外目的税）条例を

2005年４月から施行。更に森林環境税（道府県

民税均等割部分の超過課税）の導入を提案し、

2006年4月から施行するなどの取り組みを各県に

先駆けて実践しています。

　また県民の皆様に多大な痛みを強いるものであ

ることから、県職員自らが先んじて財政の健全化

に向けた総人件費の削減として、定数の削減と賃

金カットについて労働組合と協議しながら取り組

んできました。

行財政改革は手段に過ぎず
　広瀬知事の１期目、２期目は、財政健全化に向

けた努力と辛抱の期間だったと思います。広瀬知

事は「行財政改革は、財政の健全性を確保するた

めの手段であり、決してそれ自体が目的ではな

い。改革を実行する過程では、県民の皆様にも、

少なからず痛みが伴うことも想定されるが、すべ

てを一律に切り捨てるのではなく、施策の選択と

集中を図り、重点的な施策に対しては機動的、集

中的に財源と人材を投入し、県民の皆様への影響

をできる限り軽減させる。改革を断行することに

より、最小の費用で最大の効果を生み出す効率的

な歳出構造が確立され、またスリムで機動的な県

庁組織が構築され、県民を中心に据え、安心して

心豊かに暮らせる大分県、知恵と努力が報われる

活力ある大分県、そして人材溢れ発展する大分県

を創造する確固とした基盤が築かれる」と言って

います。あくまでも夢を実現させるための努力の

期間としての約10年間が現在の大分県につながっ

ています。

県民が一番！だから「現場主義」
〜広瀬県知事の歩んだ 20 年とは〜

▲県立総合文化センター「オアシス 21」

▲大分香りの森博物館（売却処分）

▲別府コンベンションセンター「ビーコンプラザ」

▲マリンカルチャーセンター（解体）
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大分の芸術文化を高める
　行財政改革を進めながらも、県民の芸術文化を

高めるための施設として、県立芸術会館の老朽化

と狭隘な展示スペースを課題として、県立美術

館の基本構想策定に着手することを2009年３月

に表明し、2010年１月に設置した大分県美術館

構想検討委員会から基本構想についての答申を

2010年11月に受け、2011年２月に新しい県立

美術館の建設を表明し、プロポーザル方式で入札

し、2014年10月にＯＰＡＭとして竣工させてい

ます。

　また、ラグビーワールドカップ2019に向けて

メイン会場となるビッグアイの背後施設としての

活用や南海トラフ大地震発生時の緊急対策施設と

しての活用を想定した武道場の建設など、県民目

線で必要と考えられる施設の整備には積極的に取

り組んでいます。

コロナ禍の下で振り返ると
　行財政改革を始める前年度(2003年度)との比較

では、2015年度までに定数は知事部局と教育、

警察併せて2,261人の削減が実行されました。業

務の見直しを併せて実行したにもかかわらず、職

員の業務上の負担は増大し続けた気がしていま

す。現場を重視することで、一つの業務に掛ける

時間が増え、更に地方振興局の統合などにより所

管するエリアが広がり、現場を持つ職員は移動時

間という負担も負いました。

　日常業務をこなすために超過勤務をしなければ

ならない状態が平時となった環境下で、自然災害

の頻発やコロナ禍によって業務が円滑に進まない

状態に陥っています。今の体制では、県民の皆様

にしっかりとしたサービスを安定して提供できな

くなることが、明らかとなったのではないでしょ

うか。職員定数については、コロナ禍の下での職場

環境を点検し、必要な見直しをすべきと考えます。

残された任期中に為すべきは
　広瀬知事には５期20年にわたって的確な県政運

営をされたと、私は感じています。県民を主体と

して、現場主義で取り組まれて、感じ取ってこら

れたことを、部局長だけでなく課長クラスの職員

と意見交換する中で、経験を伝えて頂きたいと思

います。新たに就任する知事を支えるのは、部下

職員です。県民に的確なサービ

スを提供するために、広瀬知事

の持つノウハウを職員に伝え、

行政運営に停滞がないようにす

ることが、広瀬知事の残された

任期中にしておくべき事だと考

えます。

▲県立美術館ＯＰＡＭ

▲朝日を浴びるビッグアイと県立武道場

▲企画に様々な工夫を凝らす大分農業文化公園
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　年の初めに、今年一年の目標を定めて、家族
や自分自身のやる気を奮い立たせると言うと大げ

さかもしれませんが、何かをしようと考える方が

多いと思います。

　その一つの例として、事故ゼロをめざすのは、

いかがでしょうか。

　車を運転する方であれば、自分自身の事故ゼロ

から出発して、次第に周りを巻き込んでいくと、

家族内、それから隣保班グループ、自治会、小学

校区、中学校区など、身近なエリアで交通事故ゼ

ロをめざす呼びかけをすることで、お互いに注意

意識も増すのではないでしょうか。

　大分市津留地区の岩田町地域では、１丁目から

３丁目までの３つの自治会で有志を募り、児童の

登校時の安全指導を行っています。児童や生徒が

安心して登校できるように取り組んでいるのです

が、交通マナーをもう少し意識して欲しいケース

に度々出遭います。

　そのひとつとして優先道路のことについて触れ

ます。

優先道路の標示を意識してますか？
　日頃通行している道路の中に、優先道路の表示

がある交差点があるはずです。優先道路を見分

けるには、別表の「優先道路

を見分けるポイント」に着目

して頂き、優先道路を通行す

る車輌等の進行妨害をしない

よう注意をしてください。優

先道路を意識していない場合

で、時折「ヒヤリ」とするこ

とがあります。

人や自転車の横断を
最優先に
　通勤時間帯は人や車輌の通

行量も多く、信号も１回待ち

では通過できないこともしば

しばです。急ぎたい気持ちを

抑えて、安全運転をお願いし

ます。信号のない横断歩道で

人や自転車に乗った方が待っ

ている場合に、停車して頂け

ると、誰もが爽やかに感じる

ものです。横断し終えて、振り

向いてお礼の所作をする子ども

には、笑みさえ浮かびます。

　今年は安全運転を意識する

ことを切っ掛けとして、街中

で笑顔溢れる一年としたいも

のです。ご協力をお願い致し

ます。

お 知 ら せ

◇常任委員会は「文教警察委員会」に所属。

◇行政や暮らしの相談をお受けしています。
　お気軽にご連絡下さい。

◇グループでの集まりなどに、お声がけ頂ければ、
　日程を調整の上、参加させて頂きます。

◇守永信幸後援会の会員を随時募集しています。
　年会費３千円です。

連絡先：０９７−５３２−４９１９
ＦＡＸ：０９７−５３４−６５９８

編 集 後 記編 集 後 記

　皆様には、穏やかに新春をお迎えのこととお慶び申

し上げます。▶新型コロナ禍が収まらず、新年の行事も

自粛ムードの中で密を避けての状況。春に向けて様々

な挑戦の時節です。お互いに衛生管理に注意を払いな

がら、喜びの春を迎えられるよう、努力したいもので

す。▶この一年が、皆様にとって、笑顔溢れる一年とな

ることをご祈念申し上げます。

事故ゼロをめざして

守永信幸のホームページを公開致しました。https://moricyan.net


